








電子証明機能に関する設定
機能について1
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PKI-X.509機能で使用する鍵と電子証明書の登録
PKI-X.509による認証方式では、鍵と電子証明書を使用します。
PKI-X.509機能を使用する場合、この章の手順に従い証明書を登録する必要があります。
鍵には秘密鍵と公開鍵の２種類があり、電子証明書についても自身の証明とCAセンターの証明書がありま
す。
本装置でPKI-X.509機能を使用するには、はじめに秘密鍵と公開鍵のペアを生成し、その後電子証明書を
取得、登録します。手順は以下の通りです。
また、個々の設定を行う場合は、設定内容を有効にするために装置を再起動してください。











証明書を取得するための準備
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証明書を取得するための準備
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3 ［送信］をクリックします。
設定内容が本装置に送信され、確認画面が表示されます。

4 装置を再起動します。
設定内容を有効にするために、FITELnet-F40を再起動します。
画面左側のメニューの中から、［装置の再起動］をクリックします。
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設定例6

ログイン後、電子証明書リクエストを作成します。
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